
令和 5 年 6 月 20 日 

第 35 回丹沢ボッカ駅伝競争大会 実施報告書 
 

実施日：令和 5 年 6 月 4 日 
場 所：秦野市 大倉登山道（大倉尾根～花立山荘） 
主 催：丹沢ボッカ駅伝競争大会実行委員会 
 

 

 
 

 
 令和5年6月4日、出場47チームにて、第35回丹沢ボッ

カ駅伝競争大会を成功裡に閉幕させることができまし

た。この間、コロナ禍のよる3年間の中止を乗り越えて

の開催となりました。開催にあたり、秦野市をはじめ関

係諸機関、地元自治会のご支援、また山小屋関係者や多

くのボランティアの皆様のご協力を賜りましたことに、

深く感謝いたすとともに、謹んでお礼を申し上げます。 
 
 第35回大会の実施内容につきまして、以下の通り報告

をさせていただきますので、ご高覧のほど、よろしくお

願い申し上げます。 
 
 



件  名 第35回丹沢ボッカ駅伝競争大会 

実 施 日 令和5年6月4日〔日〕 

主  催 丹沢ボッカ駅伝競争大会実行委員会 

後  援 神奈川県、秦野市、秦野丹沢まつり実行委員会、公財）神奈川県公園協会、公財）神奈川
県公園協会秦野戸川公園、公社）神奈川県観光協会、公財）秦野市スポーツ協会、 

（一社）秦野市観光協会、丹沢山小屋組合、日本赤十字社神奈川県支部 

開 催 地 神奈川県秦野市 

競 技 会 場 丹沢山塊 県立秦野戸川公園前～花立山荘間の大倉尾根登山道 

規  模 参加者 344名（内訳：選手188名、選手応援50、役員106、その他観衆等を含まず ） 

選 手 状 況 チーム出場 47チーム (188名)           

開 会 式 競技開始に先立って、吉田大会会長の開会挨拶、高橋昌和秦野市長の来賓挨拶のあと、招

待者の紹介があって、開会式を開催した。 

大 会 概 要 「県立秦野戸川公園」前をスタートし、大倉尾根～花立山荘までの登山コースを4区間に

分け「１チーム4 人」で、その合計タイムを競った。競技は表-1の通りの2クラスとした。 

 
表-1 出場チーム数の状況 

クラス名 チーム数 クラス名 チーム数 

B 20 kg 一般 38 C 10 kg   女子 9 
  

運 営 状 況 秦野市等の山岳関係者や市民等の有志、そして山小屋関係者の協力を得て、全てボランテ

ィアにより運営された。 

交 通 安 全 県道706号の神奈中大倉バス停から大倉登山口の公道区間については、道路使用許可第961

号（令和5年5月1日付け）を取得し、本部役員により交通安全配備を行った。 

救 護 状 況 大倉本部には医師による健康相談コーナー設置するとともに、中継点やコース上の救護に神奈

川県山岳赤十字奉仕団の協力をえた。万一の場合を想定してAED（自動体外式除細動器）を

配備（内1台は秦野消防署から借用）して、救護体制を敷いた。 

大 会 結 果 競技終了後、表-2の表彰を行った。大会成績の詳細については添付資料を参照ください。

 
表-2 大会上位の状況 

区分 第一位 第二位 第三位 

クラスB SC丹沢秦野A 武山自衛隊RC チーム晴れ男たち 

クラスC 江戸くノ一組 其の壱 かよわい山女たち 南蛮連合 
  

 
 
 

添 付 資 料 次ページをご覧ください 

１） 第35回丹沢ボッカ駅伝競争大会結果 全記録 A4×1頁 

２） 登山道整備活動実施報告書（6月17日実施） A4×1頁 

 

 

  



 
 



 

 

 

登山道整備活動実施報告書 
                   丹沢ボッカ駅伝競争大会実行委員会 

件  名： 丹沢ボッカ駅伝競争大会実施後に伴う登山道の補修 

実施日時： 2023 年 6 月 17 日 10:00～11：30 （現地集合・現地解散） 

実施場所： 丹沢大倉尾根登山道（花立山荘付近） 

実施主体： 丹沢ボッカ駅伝競争大会実行委員会 

参加者：原パン連合会(小山)、SDN(薮田)、CULTURE RC(見城)、エイドりあーん(西原) 

実行委員：吉田、熊谷、竹内、中丸、日置、古谷、榎本、新堀       ※敬称略 

報  告：  

第３５回丹沢ボッカ駅伝競争大会は、２０２３年６月４日に４７チームの参加により盛況のうちに閉幕

した。この大会に付帯する行事として、登山道整備活動事業を実施したので報告します。 

この丹沢ボッカ駅伝競争大会は、チーム(４人)によりタスキ替わりに砂利をボッカ（荷上げ）すること

で時間を競う大会です。３５回大会および練習期間を含めますと、約１３０袋（約２トン）の砂利が運び

あげられました。練習用の砂利は各中継点（見晴茶屋、駒止茶屋、堀山の家）にも少量運びあげられてい

ますが、殆どがゴールの花立山荘前に上げられています。（各中継点の砂利については中継点の山小屋の

協力で有効利用される予定です。） 

今回の実施では梅雨入り後でもあり、作業の実施は雨天も考えられましたが、幸いにも当日は晴天に恵

まれ、実施することができました。大会参加チームの方々をはじめ実行委員の皆さんには感謝を申し上げ

ます。主に２０Ｋｇの砂利袋を主体に登山道階段部分の土砂の流失が進んでいる部分や、路面の凹み部分

を中心に砂利を投入しました。参加者の精力的な作業により予定した作業はほぼ完了しました。一部、今

後の作業に必要な砂利は残置しました。  

 

 
ゴールの砂利（一部） 

 

砂利を運ぶ 階段の踏面に砂利を敷きこむ 

 
仕上がった階段部分 仕上がった階段部分 参加者一同 

  

 

 


